予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費
	事業名　ぎふフラワーフェスティバル開催等負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　花き係　電話番号：058-272-1111（内2867）
　　　　　　　E-mail： c11423@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　14,000千円（前年度予算額：14,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	14,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	14,000

	要求額
	14,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	14,000

	決定額
	13,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,400


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県では昨年10月に「花きの振興に関する条例」を制定し、条例に基づき本年「清流の国ぎふ花き振興計画」を策定した。

本計画では、県民の生活のあらゆる場面において花きが活用され、県民一人ひとりに来県者を花きでおもてなしする心が育まれるよう、様々な施策に取り組むこととしている。そこで、本計画において花き振興の推進母体として位置付けられている「清流の国ぎふ花き戦略会議」が行う「ぎふフラワーフェスティバル」の開催等を支援する。
（２）事業内容

ア．ぎふフラワーフェスティバルの開催
花フェスタ記念公園のバラが最も見ごろとなる時期に合わせて「ぎふフラワーフェスティバル」を開催し、県民に日常生活のあらゆる場面で花きを活用してもらうとともに、花きは人の心に潤いと安らぎを与える効果があることを体感してもらうことにより花きの振興を図る。
　　　　時期：平成２８年１０月２９日（土）～３０日（日）
　　　　場所：花フェスタ記念公園

　　　　内容：花装飾展示、花飾り体験教室、コンテスト、県産花きの即売、

ステージイベント（公演、ショー）、県産花き紹介、農業高校等

による加工品販売・創作花壇づくり
イ．専門部会による分野別の活動の実施

　　　２つの専門部会（生産振興、消費拡大）において、県産花きの輸出拡大、花きの需要拡大のための事業を実施。

　　　　生産振興部会・・・商談会の開催、海外輸出に向けた市場調査、商品企画コンテストの開催等
　　　　消費拡大部会・・・花文化展示、花育体験授業の実施等
（３）県負担・補助率の考え方

　　　県内花き関係者を構成員とする「清流の国ぎふ花き戦略会議」は、花き業界全体の活性化を図るとともに、県の花き振興に取り組むために設置され団体であり、花きの活用により県民の健康で心豊かな生活の実現を目指す県条例の目的に沿って活動していることから、県の参画が妥当である。

（４）類似事業の有無　　　　
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	14,000
	ぎふフラワーフェスティバル開催等負担金

	合計
	14,000
	


	　決定額の考え方　
　事業内容を精査し、所要額を計上します。


事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・国内外のバイヤーが欲しがる花きの生産を推進し、注文率の向上により花き生産者の経営の安定を図ることで、平成28年度には商談会等での受注金額３億円を目指す。
・花きの海外輸出を推進し、平成28年度には輸出金額2,000千円を目指す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	商談会等に
おける受注金額
	2.6億円
（H25）
	2.7億円
（H26）
	(H  )
	2.7億円

（H26）
	3億円
（H28）
	90％

	花き輸出金額
	516千円
（H25）
	1,335千円
（H26）
	(H  )
	1,335千円
（H26）
	2,000千円
（H28）
	67％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・ぎふフラワーフェスティバルは、平成28年3月に初めて開催されるため前年度実績はない。岐阜メモリアルセンターで開催を予定しており、国内外から市場関係者、バイヤーを招き県産花きの商談会で海外へもＰＲを行う。
・海外輸出の拡大に向け、経済発展が著しいベトナムの市場調査を実施した。


（前年度の成果）

	・前年度の実績はないが、大小のフラワーディスプレイをはじめ、各種花飾り体験、フラワーアレンジコンテストなど来場者に花の魅力を知っていただき、日常生活で花が活用されるようＰＲを行う。
・花き商談会では国内外から多くの市場関係者、バイヤーに参加いただき、受注金額の増加につなげる。
・ベトナム市場調査では、仏教国であることから仏花として非常に多くの花が流通している。自国内でも既に高級花が生産されており、ベトナムへの輸出には、品目を十分に精査する必要性が確認された。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	市場、バイヤー向けに魅力ある商品づくりと販路開拓を進めることは消費拡大を進め生産者の経営安定につながるため、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　〇

	商談会における受注金額、花き輸出金額共に増加している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	花き関係団体と協力して事業を実施することにより効率化が図られている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
事業をより効果的に進めていくためには、関係機関・団体が連携し一体となった取り組みを展開していかなければならない。
　また、国産花きイノベーション推進事業など国の補助事業を積極的に活用することが必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　岐阜県花きの振興に関する条例、清流の国ぎふ花き振興計画に基づき、花き関係団体と連携し、県民のニーズに応えられるよう、県内花き生産者の経営安定化により安定的に花きが供給できる体制を維持する。


